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第３回道総研オープンフォーラム 

「北海道に適した循環型社会を目指して」の開催 
 

 

 

 

 

 

 

○ 日時  平成２７年２月１０日（火）１０：００～１７：００ 

○ 場所  ホテル札幌ガーデンパレス （札幌市中央区北１条西６丁目） 

○ 主催  北海道、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構（略称：道総研） 

○ フォーラム 

【基調講演】 

「環境にやさしい廃棄物処理・リサイクルとはなにか？」  

 北海道大学大学院工学研究院 教授 松藤敏彦 氏 

【成果発表】                   

   ●ホタテ貝殻・牛糞堆肥の安定製造技術と草地での施用法確立 

   ● 建設混合廃棄物のリサイクル推進に関する実態調査 

   ● 石灰質未利用資源を用いた高性能排煙処理剤の開発 

   ● ホタテウロの利用技術開発 

   ● 農業用廃プラスチックの再利用に関する研究 

【パネルディスカッション】 

 「北海道におけるリサイクル推進の課題と展望」 

○ポスターセッション ２階 白鳥２ 

○成果展示 ２階 ホワイエ 

○交流会 ２階 孔雀 17:30～19:00（会費 3,500 円） 

 

 

 

 

 

 

※北海道庁道政記者クラブ及び北海道経済記者クラブにお知らせしています。 

詳しくはこちらへお問い合わせください。 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 広報チーム 森安 

〒060-0819 北海道札幌市北区北 19 条西 11 丁目北海道総合研究プラザ 

電話  ０１１－７４７－２８０４ （平日 9:00～17:30 土・日・祝日・年末年始はお休みです） 

Fax  ０１１－７４７－０２１１ 

地方独立行政法人 
北海道立総合研究機構 

平成２７年１月３０日 

プレスリリース  Press Release 

２月１０日（火）道総研の研究成果を発表するフォーラムを開催します。 

 北海道と北海道立総合研究機構では、「北海道に適した循環型社会を目指して」をテ

ーマにフォーラムを開催します。北海道大学の松藤教授に基調講演いただくとともに、

循環税を活用したリサイクルに関する技術開発等について道総研の研究職員が最新の研

究成果をもとにお話しします。また、「北海道におけるリサイクル推進の課題と展望」

をテーマにパネルディスカッションを行います。 






